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令和元年 ７月 ２日 

令和元年度 企画展 

「こどもミュージアム－おとなも楽しい歴史体験－」について 

「こどもミュージアム」は、こどもたちがおとな（保護者）と一緒に、松戸の歴史や生活文化

を楽しく学べる展覧会です。 

本展覧会では、縄文土器や江戸時代の絵、昭和時代の写真、８０年前のくらしの道具や

着物を展示するだけでなく、ホンモノの縄文土器のかけらをさわったり、土器のレプリカパズ

ルで遊びながら、歴史資料をじっくりと観察して、その特色を学ぶことができます。その他に

も、かつて使われていたさまざまな道具を実際につかったり、クイズにチャレンジするなど、

楽しく歴史にふれあえるコーナーをつくっています。 

会期：令和元年７月２０日（土）～９月１６日（月・祝）［５１日間］ 

【休館日】 毎週月曜日（但し、８月１２日は開館し、翌日休館 ・ ９月１６日開館） 

会場：市立博物館企画展示室 

観覧料：無料 

◎オープニングセレモニー・内覧会

７月２０日（土）９時３０分より

１．縄文時代をたんけんしよう！ 

・縄文土器をしらべてみよう！

縄文土器のパズルやホンモノの 

かけらにさわる体験 等 

・縄文時代のくらしをしらべてみよう！

縄文時代の衣服（復元）の 

試着体験 等 

２．江戸時代から明治時代の絵で松戸を知ろう！ 

江戸時代から明治時代の松戸を描いた木版画を展示します。 

小金牧や江戸川など、当時の松戸の様子を絵から学びます。 

← 「冨士三十六景 下総小金原」 初代歌川広重画 

展示構成 

市内の子和清水（こわしみず） 

遺跡で見つかった縄文土器をモデルに

作成した立体パズルが登場！ 



３．昭和時代の写真で松戸を知ろう！ 

 昭和時代に市内各所で撮影された写真を展示します。 

また、同じ場所の昔の写真と今の写真を当てるクイズも 

あります。 

松戸駅西口（昭和３２年頃）→ 

４．８０年ぐらい前のくらしをたんけんしよう！ 

・つかってみよう！くらしの道具

昔の道具で長さや重さをはかったり、

天秤棒で桶を担ぐ体験などができます。 

・くらしのなかの着物

着物の素材（絹・綿・麻）にさわって、

そのちがいを学んだり、試着体験などができます。 

………………………………………〔展示関連行事〕……………………………………… 

◆土曜ワークショップ

毎週土曜日（１３時～１６時の間）に博物館友の会のボランティアのみなさんが、スペシャル

な体験を用意して待っています。 

①天秤棒で桶をかついでみよう  ②風呂敷をつかってみよう

③機織りをしてみよう ④縄文土器であそんでみよう

〔実施日程〕 

〔①②③④共通〕 

講師：当館友の会有志  対象：小学生以上  定員：なし  費用：無料  

申込：不要(当日先着順) 

◆「大江戸ヤッサン一座 てるさん」の紙芝居がやってくるよ！

日時：８月11日(日)・８月18日(日) 各日１回目：１３時～、２回目：１４時～、３回目：１５時～ 

会場：企画展示室  演者：大江戸ヤッサン一座 てるさん  

内容：自転車に紙芝居を乗せた昔ながらのスタイルで、ハラハラドキドキのおはなしが繰り

ひろげられます。  対象：こどもから大人まで  定員：なし  費用：無料  申込：不要 

………………………………………………………………………………………………… 
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【問い合わせ先】  博物館  ☎０４７－３８４－８１８１ 










